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研究成果の概要（和文）：言語教育における地域語、国家語、国際語の関係性に関して、単一言語主義と多言語
主義・複言語主義との対比という視角からの日本とフランスとの東西比較に、アラビア語の発展と社会的機能に
関する検討を加えて検討する《三角測量》の方法によって、教育と言語の関係について、言語教育の史的発展と
地域統合・国民形成との関係という観点から、再考を試みた。

研究成果の概要（英文）：This study analyzed the relationship between local language, national 
language, and international language in the linguistic education by ‘survey by triangulation’ of 
Japan, France, and Arab area. We compared the linguistic education of Japan , France, and Arab area 
from the perspective of monolingualism and multi-lingualism. We had a rethink about the relationship
 between education and language, from a viewpoint of the relationship between historical evolution 
of language education and regional integration / formation of nation.

研究分野：教育史、思想史

キーワード： 言語教育　地域語　国語　国際語

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
  本研究は、言語教育における地域語と国語
と国際語との関係性について、日本に関して
は沖縄、西洋に関してはフランスのブルター
ニュ地域、中東地域に関してはアラブ諸国内
で教育に関して最も高い外部評価を得てい
るヨルダンという３つの地域間の比較研究、
さらには沖縄と方言矯正の必要が説かれた
東北、九州地域との比較、ブルターニュとフ
ランスの旧植民地地域との比較、ヨルダンと
他のアラブ地域との比較へと展開すること
を通じて、従来の教育史研究に新たな視座を
得ようとする試みである。 
 
２．研究の目的 
 
  中東地域においては、日本、欧米での国家
語と地域語との関係とは異なる言語のあり
方があり、アラビア語は聖典語であるフスハ
ー（文語）と地域によって異なる複数のアー
ンミーア（口語）から成り、アーンミーアは
大きくエジプト、シリア、サウジアラビア、
イラク、マグレブの各方言に分けられ、ヨル
ダン語はこのうちのシリア方言の一部をな
しており、その中にはヨルダン・アーンミー
アとパレスチナ・アーンミーアという地域語
が含まれる。フスハーを中心とする国語教育
と日常言語であるアーンミーア使用者の間
に対立関係や葛藤は生じることはなく、日本
語、フランス語という国家語の中に地域語
（方言）が複数あるのに対して、ヨルダン語
は多数の国家で共通に用いられるアラビア
語の一部分である。アラブ世界には国家を単
位とする政治的ナショナリズム以外にアラ
ビア語の共有に基づく言語ナショナリズム
が存在し、アラビア語のうち、フスハーは国
際語となっている。 
 このような第３項としての中東地域の言
語のあり方を視野に入れたとき、国家の枠組
みを前提として国民統合という観点から一
国主義的にみてきた日本や欧米の言語教育
と地域語の関係史はどのように再検討され
るのか。また、中東の側からは欧米主導の近
代化への対応として、アラビア語による言語
ナショナリズム、宗教としてのイスラーム、
国家を単位とする政治的ナショナリズムは、
アラブ世界の各地域の人びとのアイデンテ
ィティ形成に対していかなる影響をもたら
すことになるのか。グローバリゼーションの
もたらす英語の国際語化という言語マーケ
ットの変容にともなってアラビア語教育は
いかなる影響を受けるのか。本研究では、こ
れらの点を解明することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
 まず、言語教育における地域語と国語との
関係性について、沖縄、ブルターニュ、ヨル
ダンの各地域に関する調査・考察を行い、そ

の成果を集約して討議、検討する。続いて、
各地域において言語教育に携わった人物、地
域語に関する思想と行動の面で影響力をも
った人物を選び、ライフヒストリー的な史料
を活用して、個人と社会の相互影響関係、個
人のアイデンティティ形成と言語教育との
関係について、人間形成の具体的な諸相に即
して、各地域によって異なる点と地域を越え
て共通する点に着目しつつ、分析を進める。
さらに、これらの考察を踏まえて、グローバ
リゼーションの時代における国語（国家語）
と国際語（媒介言語）との関係性について検
討する。 
 
４．研究成果  
 
本研究においては、言語教育における地域
語、国家語、国際語の関係性に関して、単一
言語主義と多言語主義・複言語主義との対比
という視角からの日本とフランスとの東西
比較に、アラビア語の発展と社会的機能に関
する検討を加えて検討する《三角測量》の方
法によって、教育と言語の関係について、言
語教育の史的発展と地域統合・国民形成との
関係という観点から、再考を試みた。 
日本に関しては、沖縄語と標準語教育との
関係をめぐる考察の結果を踏まえて、沖縄と
その他の各地域との比較考察を行い、どの地
域においても、地域語と標準語（国語）との
並存・調和が説かれていること、また、言語
政策としても、学習指導要領においても、標
準語（国語）も大切であり、地域語（方言）
も大切であると記されている一方で、グロー
バル化の時代においては英語は必須の言語
であり、英語教育の拡充は必然であるが、日
本語も日本人にとって不可欠であると主張
されていることに言及した。 
フランスに関しては、ブルターニュ地方で
は、国民国家形成に向けた言語政策、特に
1880 年代以降の公教育を通じたフランス語
（国語）の強制により、地域語のブレイス語
が抑圧されてきたこと、これに抗してディワ
ン会がブレイス語の学校を設立し、今日その
二言語併用教育とイマ―ジョン教育は国際
語（英語）教育への応用という点でも注目を
集めていることを明らかにした。 
さらに、英語が一種の国際語としての機能
を拡大する状況下での日本とフランスの言
語教育に焦点を当てて、単一言語主義と多言
語主義・複言語主義との対比という視角から
考察した。 
アラブ地域に関しては、アラビア語の口語
と文語の関係が、それぞれ一国主義（ワタニ
ーヤ）とアラブ統一を求めるナショナリズム
（カウミーヤ）の対立関係と対応するという
一般的な説明は、言語的現実に一致していな
い。他言語にも見られる diglossia（2 言語
併用）の議論をアラビア語の発展と社会的機
能の考察に援用するとどのように理解が広
がるかに注目した。アラビア語について



diglossia の対象とすることについての是非
をめぐる立場は分かれるが、今後の地域統合、
国民形成と教育、言語の関係を理解するうえ
での課題は、あくまでも社会言語学的研究成
果を「適切に」援用しつつ言語教育の史的発
展に重点を置いて考察をすすめることにあ
るとの認識を持つに至った。 
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